




































































































































































































ち(civil society)のステート(state)にたいする批判と、市民たち(civil society)による国家(commonwealth, 
republic)への同一化――すなわちパトリオティズム――とは、何ら矛盾するものではなく、むしろ二つの契機
は表裏一体のものだったとみるべきなのである。 
 
 
 
